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公益社団法人日本看護科学学会 

平成 27 年度 6 月定例(定時)社員総会 議事録 

 

日 時 ： 平成 27 年（2015 年）6 月 21 日（日）11：00～13：30 

場 所 ： AP 東京八重洲通り 

      〒104-0031 東京都中央区京橋1丁目10番7号 KPP八重洲ビル11階  

 

総社員数  ： 264名  

出席社員数 ： 230名 (会場122名、委任状108名) 

会場出席者 ： 社員(代議員) 

      會田信子、青山ヒフミ、秋元典子、朝倉京子、麻原きよみ、阿曽洋子、足立久子、

阿部正子、天野瑞枝、荒尾晴惠、荒木暁子、荒木美香子、飯田苗恵、飯野京子、池

松裕子、石井邦子、石垣靖子、石橋みゆき、井上智子、岩瀬信太、岩永喜久子、植

田喜久子、上野栄一、上野恭子、浦田秀子、江川隆子、遠藤俊、遠藤みどり、太田

喜久子、大津廣子、大西文子、小笠原知枝、岡本玲子、掛田崇寛、叶谷由佳、鎌倉

やよい、亀井智子、萱間真美、河口てる子、河原宣子、北素子、北村愛子、木下

由美子、茎津智子、グレッグ美鈴、小板橋喜久子、洪愛子、河野あゆみ、国府

浩子、小島操子、小林たつ子、小松万喜子、小山眞理子、近藤潤子、近藤浩子、

佐々木幾美、定方美恵子、佐藤紀子、佐藤冨美子、真田弘美、志自岐康子、正野逸

子、新道幸惠、須釜淳子、杉浦太一、鈴木久美、鈴木志津枝、祖父江育子、髙田早

苗、髙橋眞理、高見沢恵美子、多喜田恵子、武田淳子、武田祐子、武村雪絵、田

中京子、谷本真理子、田村やよひ、近田敬子、寺町芳子、泊祐子、中木高夫、中

村惠子、中村美鈴、中山洋子、成田伸、西田直子、西村ユミ、野村陽子、乗松貞

子、籏持知恵子、鳩野洋子、東サトエ、日高艶子、平松知子、廣瀬規代美、深田順

子、深堀浩樹、福島道子、藤原千惠子、古瀬みどり、古田加代子、法橋尚宏、本庄

恵子、本田育美、牧野智恵、増島麻里子、松浦和代、松浦賢長、三国久美、水野恵

理子、宮子あずさ、宮﨑美砂子、村嶋幸代、百瀬由美子、森菊子、森田夏実、安

酸史子、山本則子、吉沢豊予子、吉田久美子、吉田千文、吉田俊子、良村貞子、

和住淑子、渡邉タミ子、綿貫成明 (以上113名・50音順） 

 

 理事 田村やよひ、安酸史子、髙橋眞理、和住淑子、麻原きよみ、 萱

間真美、グレッグ美鈴、小板橋喜久子、武田祐子、中山洋子、宮﨑美砂

子、吉沢豊予子  

       監事 近藤潤子、小島操子 

 

議 長 ： 田村やよひ（理事長） 

議事録作成者 ： 髙橋眞理 （総務理事） 

 

 

I. 開会 
開会時、会場出席社員数109名、有効委任状108名、総計217名であり、全代議員264名の過半

数であるため、定款第23条、第24条に定められた要件を満たしており、公益社団法人日本看護
科学学会 平成27年度6月定例社員総会は成立した。 

司会は安酸史子副理事長、記録は書記：大田康江(順天堂大学)、鈴木紀子(順天堂大学)で行

なわれた。 

 

II. 理事長挨拶 

田村やよひ理事長より、以下の挨拶があった。  

代議員選挙後、初めての社員総会であり、代議員数は264名となり、学会が大きくなってい

ることを実感している。 
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本日の審議事項は、平成26年度事業報告および決算の承認、ならびに今期理事会は本日で任

期満了となるため、次期役員選任案となっている。また名誉会員候補者として理事会より３名

を推薦しているのでご審議いただきたい。 

また、名誉会員の中西先生が亡くなられたことが報告され、出席者全員で黙祷を行なった。 

 

III. 第35回日本看護科学学会学術集会会長の挨拶 

小山眞理子学術集会会長より、以下の挨拶があった。 

平成27年12月5日（土）6日（日）に広島国際会議場、アステールプラザ、広島市文化交流会

館にて開催される。演題数は最終1046題。今後査読依頼予定している。代議員 には、座長の

ご協力、学会の盛り上げをお願いしたい。また、会場施設が限られているので、今後学術集会

の運営方法について詳細を検討していく。 

 

IV. 議長指名および議事録署名人の承認 
定款第22条3項に従い、田村理事長が議長に選出された。 
出席者から議事録署名人を募ったが、立候補がなかったため、議長より代議員の中村惠子氏、

吉田俊子氏の2名が推薦され、満場一致により承認された。 
 

V. 報告事項 

1. 理事会および社員総会活動状況 ＜田村理事長＞ 

議案書（pp3-9）に基づき、田村理事長より 6 回の理事会および 1 回の書面理事会、社員

総会の活動状況の報告がなされた。 

 

2. 総務報告 ＜髙橋理事＞ 

議案書（p10）に基づき、髙橋理事より会員数の推移について説明がなされた。          

・平成 26 年 3 月 31 日付 正会員数 7612 名 

・平成 27 年 3 月 31 日付 正会員 8035 名＋名誉会員 13 名＋賛助会員 5 件＝計 8053 名 

 

3. 選挙管理委員会報告 ＜髙橋理事＞ 

代議員選出規程ならびに役員候補者選出規程により、各選挙が資料（p11）のとおり行わ

れたこと、代議員選挙および役員候補者選挙は、Web を利用した電子投票方式を用いて行っ

たことが説明された。 

代議員選挙では、Web 投票率は 18.9％～29.7％（13 地区平均 21.7％）であった。（前回の

マークシート方式投票では 39.5％） 開票立会人有森直子氏のもと開票され、平成 27 年 2

月 27 日を就任日として 264 名の代議員を選出し、その結果をすみやかにホームページに掲

載した。 

役員候補者選挙では、投票率は 71.2％（理事）、67.0％（監事）で前回と同様の投票率を

得ることができた。開票立会人安梅勅江氏のもと開票され、平成 27 年 5 月 10 日に理事会に

提出された。 

        

4. 平成 26 年度事業報告 

(1) 第 34 回日本看護科学学会学術集会開催 ＜髙橋理事＞ 

第 34 回日本看護科学学会学術集会は、平成 26 年 11 月 29 日（土）、30 日（日）に名古屋国際

会議場で開催された。参加者総数 3,827 人、演題数 882 題であったとの報告がなされた。 

 

(2) 第 35 回・第 36 回日本看護科学学会学術集会準備 ＜髙橋理事＞ 

第 35 回日本看護科学学会学術集会は、小山眞理子学術集会会長のもと平成 27 年 12 月 5

日（土）から 6 日（日）の２日間、広島国際会議場、アステールプラザ、広島市文化交流会

館にて開催予定であるとの報告があった。 

第 36 回日本看護科学学会学術集会は、平成 28 年 12 月 10 日（土）から 11 日（日）の２日

間、東京国際フォーラムにて開催予定であるとの報告があった。 
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(3) 和文誌の発行 …電子ジャーナル（J-Stage）＋年 1 回合本版 ＜萱間理事＞ 

議案書（pp14-15）に基づき、電子ジャーナル（J-stage）が 4 月 1 日よりオープンアクセ

スへ完全移行となったこと、平成 26 年度掲載論文は計 40 編であったこと、投稿数増加に伴

い、専任査読委員を増員したこと、査読ガイドラインについて課題があることが報告された。 

また、編集作業における出版社のミスによるトラブルが発生したため、出版社と再発防止

策を協議した。 

 

(4) 英文誌の発行 …電子ジャーナル（Wiley） ＜グレッグ理事＞ 

議案書（p15）に基づき、Holzemer 編集長来日のもと対面での編集委員会および Web 会議

システムを用いて編集委員会を開催したこと、平成26年の論文投稿数は 237本であったこと、

Optional open access が可能となるように投稿規程を改定したこと、平成 26 年に優秀賞お

よび奨励賞を受賞した JJNSに掲載された論文各 1編をフリーアクセスとしたこと等が報告さ

れた。 

また、JANS34 の English session 発表者に対して若手研究者支援事業への応募をメールに

て促した。本事業は平成 26 年度より開始し、２編の支援対象論文を決定した。 

平成 27 年投稿分より、日本人の非会員の投稿も可能とし、非会員の場合は、11 ページを

超過すると、1 ページにつき 10,000 円を徴収することとなった。 

JJNS セミナー（Improving Your Success at Publishing in English in2014）は好評であ

った。次回は大阪で開催することが決定している。 

 

(5) 看護学学術振興対策 

① 看護学学術用語の検討 ＜小板橋理事＞ 

議案書(p16)に基づき報告がなされた。 

継続的な学術用語検討システムの組織案を検討し確認した。 

② 国際活動の推進（世界看護科学学会を含む）＜中山理事＞ 

議案書(pp16-17)に基づき報告がなされた。 

異文化データベースの見直しと国際看護に関わる専門職のネットワーク形成を目的とし

て、JANS34 において English session を開催し好評に終わった。この討論を今後のデータ

ベースの検討に生かしていきたいと考えている。 

第 1 回グローバルセミナーを 12 月 1 日に開催し、活発な討論が行われた。看護学のスタ

ンダードや国際活動のあり方については次年度の調査に向けて準備中である。 

第 4 回 WANS 学術集会は、平成 27 年 10 月 14 日～17 日にドイツの Hannover にて開催予

定である。Web での抄録募集により約 200 題の抄録の登録があった。 

③ 看護倫理の検討と啓発 

議案書(p17)に基づき報告がなされた。  

看護倫理検討委員会  ＜麻原理事＞ 

学術活動の利益相反に関する指針、および同細則、さらに利益相反に関する Q&A を作

成し、理事会の承認を得た。 

研究倫理審査委員会 ＜田村理事長＞ 

１件の申請があった。簡易審査に該当したため、メール会議にて承認をした。 

④ 研究成果の蓄積と活用 ＜吉沢理事＞ 

看保連に参加し、研究助成募集のお知らせを会員に提供した。看保連の研究助成に当該

学会から助成研究の１名推薦を行い、推薦研究が採択されたとの報告があった。 

 

(6) 学術研究論文の表彰 ＜宮﨑理事＞ 

2013 年に発行された和文誌 33 巻、英文誌 vol.10 を対象とし、議案書(ｐ17)に記載の選考

プロセスに従い、優秀賞 2 編、奨励賞 2 編が決定されたことの報告があった。詳細は議案書

(p18)参照。 
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(7) 学会組織の強化・発展 

①若手研究者育成のための新規事業 ＜吉沢理事＞ 

若手研究推進委員設置の打ち合わせを 2 回開催し、若手研究推進委員会を常設委員会と

して設置したこと、若手研究者の緩やかなネットワークとして JANS 若手の会が発足してい

ることの報告があった。 

②JANS セミナー ＜吉沢理事＞ 

第 4 回・5 回 JANS セミナーを開催し、多くの参加者を得、第 5 回においては Web 参加も

企画したとの報告があった。 

③学術振興事業の検討 ＜田村理事長＞ 

   2 年間の時限委員会として活動をし、活動報告をまとめ、本日の第 2 回理事会にて承認

されたとの報告があった。 

④学会誌の電子化 

  議案書(pp14-15)のとおり。 

⑤選挙の電子化 

議案書(p11)のとおり。 

④委員会等の遠隔会議システムの導入 ＜田村理事長＞ 

一部 Web 会議システムを導入して理事会、委員会を行ったと報告があった。 

 

(8) 社会貢献活動 ＜武田理事＞ 

市民フォーラム、ナーシング・サイエンス・カフェの企画を中心に、メーリングリストを

活用して審議を重ね活動した。平成 26 年 11 月 30 日に開催した市民フォーラムおよびナー

シング・サイエンス・カフェは、どちらも好評に終了した。 

平成 27 年度 JANS35 における企画に向けて、文部科学省の後援申請に時間を要するため今

後の課題事項として検討したいとの報告があった。 

 

(9) 広報活動 ＜酒井理事＞ 

議案書(p20)の内容が代読された。※欠席により理事長代読 

 

(10) 災害看護支援事業（日本看護系学会協議会との共同事業による）＜山本理事＞ 

議案書(pp20-22)の内容が代読された。※欠席により安酸副理事長により代読 

 

(11) 他機関との連携活動 

① 日本看護系学会協議会 ＜安酸副理事長＞ 

平成 26 年 6 月 30 日に総会に理事長が出席した。一般社団法人化の承認が得られ、定款

および定款施行細則、役員選出規定等の原案の説明があり意見交換を行った。 

平成 26 年 12 月 15 日の臨時社員総会にて一般社団法人への移行が承認された。 

第 3 回国連防災世界会議パブリックフォーラムへの参加呼びかけがあった。 

JANS34 のシンポジウムでは、共催団体として支援した。定款施行細則の承認のための臨

時社員総会の連絡を受け、議決権行使書に署名と押印をし、提出した。 

② 看護系学会等社会保険連合 ＜吉沢理事＞ 

平成 26 年度は理事会 7 回、社員総会 1 回、看護技術検討委員会 3 回、診療報酬および

介護報酬のあり方に関する検討員会 3 回が開催された。 

「平成 27 年度介護報酬改定に関する要望書」を作成し 8 月 13 日に厚生労働省に提出され

た。 

平成 28 年度診療報酬改定に向けた意向調査を実施した。平成 30 年度の診療報酬・介護報

酬同時改定に向けた検討も視野に入れる必要性を確認した。 

③ 日本学術会議 ＜安酸副理事長＞ 

日本学術会議ニュース・メールを役員に提供したとの報告があった。 
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④ その他の機関 ＜安酸副理事長＞ 

山上の光賞の「看護・保健部門」に川嶋みどり氏を推薦し、全体で 80 余名の応募の中か

ら受賞が決定され、5 月 12 日に授賞式が行われた旨の報告があった。 

 

(12) 平成 27 年選出代議員選挙実施、平成 27 年選出役員候補者選挙準備  ＜髙橋理事＞ 

これまで平成 26 年、27 年で計 6 回委員会を実施したとの報告がなされた。 

 

【質疑応答】 

特に質問はなかった。 

 

VI. 審議事項 

1. 平成26年度決算の承認および会計監査の報告 ＜和住理事＞ 

議案書(pp24-38)に基づき、数値の読み上げおよび説明があった。主な内容は以下のとおり

である。 

＜貸借対照表＞p24 

資産合計113,283,169円、負債合計24,612,513円、基金を含む正味財産合計88,670,656円

であった。正味財産は前年度に比べて増加している。 

＜貸借対照表内訳＞p25 

貸借対照表を「公益目的事業会計」「収益事業等会計」「法人会計」に分類した表となっ

ている。 

＜正味財産増減計算書＞pp26～27 

   先ほどの貸借対照表の正味財産の部の詳細を表したものである。 

Ⅰ一般正味財産増減の部 

（１）経常収益 受け取り会費「正会員受取会費」80,360,000円であり約400万円増であっ

た。事業収益「学会誌収益」988,370円であり約215万円減であった。これは学会誌のWeb化、

オープンアクセス化に伴う収益減である。事業収益「広告販売収益」6,933,600円であり約6

00万円減であった。これは学術集会での企業広告であり年度によって変動が大きいものであ

る。 

（２）経常費用 事業費 「印刷製本費」12,097,652円であり約250万円増であった。これ

は講演集にかかった費用の増額である。「支払助成金」4,710,000円であり、ここに災害看

護支援事業の助成費が含まれる。 

Ⅱ指定正味財産増減の部 

「一般正味財産への振替額」1,210,000円は上記支払助成金に振り替えたもので、災害看護

支援事業に使用された。 

  Ⅲ基金増減の部 

   増減なしの72,926,624円であった。 

  Ⅳ正味財産期末残高 

   88,670,656円であり、前年度より約293万円の増であった。 

＜正味財産増減計算書内訳表＞pp28-29 

正味財産増減計算書を「公益目的事業会計」「収益事業等会計」「法人会計」に区分した

表となっている。 

「正会員受取会費」の配分比率は、公益目的事業：法人会計＝３：７から５：５の間で理

事会にて決定できるように定款施行細則が変更となったが、平成26年度は５：５の比率で決

算した。 

収益事業等会計の「広告販売事業」において当期経常増減額5,786,589円であったが、公

益目的事業会計の当期経常増減額は9,977,185円の赤字だったため、収益事業等会計より 

5,417,183円を振り替えている。これにより法人税額は0円、都民税均等割の70,000円の納税

となった。 

   法人会計の当期一般正味財産が8,330,653円増となっている。法人会計に一千万円単位の
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黒字を残すような会計処理は公益法人会計において望ましくないとされるが、今期は問題な

いと思われる。 

  ＜財務諸表に対する注記＞pp30-31 

    特定資産は使途が定められた資産であり、選挙積立、退職給付引当資産、災害看護支援

資産がある。平成26年度は前年度に積立てた災害支援準備資金を取り崩して災害看護支援

事業を行った。 

   ＜財産目録＞pp32-33 

    資料のとおり。 

   ＜平成26年度収支計算書＞pp34-36 

    予算差異の大きい項目には注釈をつけているのでご参照いただきたい。 

   ＜災害看護支援事業収支報告書＞pp37-38 

    前年度繰越4,986,251円、平成26年度収入(寄附)442,187円、支出(助成)合計4,710,000

円。災害支援口座残高718,438円であった。 

災害看護支援事業の在り方については、今後日本看護系学会協議会と検討していく。 

＜監査報告＞p39 

近藤潤子監事、小島操子監事より監査報告書に基づき報告がなされた。 

＜独立監査人の監査報告＞pp40-41 

田村理事長より独立監査人の監査報告書について代読がなされた。 

 

【質疑応答】 

〇会費配分率３：７の振り分けについて伺いたい。また、特定資産準備資金として350万円

を積立てる際、災害事業以外にはどのようなものがあったのか。 

→（和住理事）当年度の会計においては特定資産準備資金として積立てる必要はなかった。

350万円を積立てたのは平成25年度決算においてであった。 

昨年度において広告販売事業の当期経常増減額が1000万円を超えた。当時の受取会費の

配分率は定款施行細則の改正により４：６としていたが、４：６としても公益目的事業

の赤字幅が少なく、収益事業等会計の収益を公益目的事業に全額振り替えることができ

ない状況となり、法人税が課税されることが判明したため、特定資産準備資金として積

立てることを理事会で決定した。 

これをきっかけに、広告販売事業で得た収益を公益目的事業に効果的に使用できるよう

に、受取会費配分率を定める定款細則を再度改正した。 

（田村理事長）その年度に出た利益の使用に関して、長期的基盤安定に向けての検討は今

後していく必要があると考える。また、３：７とは、公益目的事業を３、法人会計を７

ということである。 

 350万円を特定資産準備資金とする決議を行った同時期に、災害看護支援事業専門委員

会で助成申請者の選定を行っており、助成金の資金不足について理事会に相談があった。

災害支援事業に特定資産準備資金を使うことに異議はなかったため、全額を災害支援事

業に使用した。 

〇監査報告書および独立監査人の監査報告書には、押印がみられないが、その手続きの確認

をさせていただきたい。 

→押印の書類は事務所で保管している。 

〇押印したものを印刷提示していただきたい。 

→今後そのようにしていく。 

〇昨年度および一昨年度の税金の額を教えていただきたい。 

→昨年度、一昨年度とも都民税（均等割）の７万円であった。 

 

  平成26年度決算は異議なく承認された。 

 

2. 役員選任案の承認 
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理事、監事選任案についてマークシート記入にて信任投票が行われた。 

集計の結果、すべての候補者について、出席した代議員の過半数の以上の賛成を得られ、役

員選任案は承認された。 

 

3. 定款変更案の承認 

資料に基づき説明され、審議の結果、挙手121名、委任状108名、合計229名の賛成を得た。

総社員の３分の２以上の賛成を得られたので、定款変更案は承認された。 

 

4. 名誉会員の承認 

名誉会員として金川克子氏、川嶋みどり氏、前原澄子氏３名が、理事会より推薦され、異議

なく承認された。 

 

VII. その他 

○田村理事長より和文誌オープンアクセス化および学会誌の有料化（今年度6000円）について

以下の説明がされた。 

和文誌の発行は、国際文献社との契約により発行している。電子ジャーナル化は平成25年の

定時社員総会で方針が決定され、その方針で進めてきた。平成26年度は全論文を冊子体として

会員にお送りした。平成27年度以降は完全に電子ジャーナルになるため、26年春先に、平成2

7年度以降、冊子体が必要かどうかの調査を行った。冊子体が必要との回答は37％であった。

必要発行部数の検討を国際文献社と行い価格の交渉を行ったが、6,000円以下にする交渉は成

立しなかったため、理事会はこれを受け入れ、会員へアナウンスをした。実質的に会費増にな

るのではないかとの意見が代議員よりあったことをお伝えする。交渉の結果である状況をご理

解いただきたい。 

本会ではこの4年間、電子ジャーナル化やオープンアクセス化は会員にとってのメリットも

大きいと考え推進してきた。また、これらのことは定款第10条3項に定めている会員の権利に

抵触しないことを法律の専門家に確認している。ご理解をいただきたい。 

〇時代を反映し、電子化の選定は理解できるが、確実に平等に会員に届くことが前提である。

第35回学術集会のお知らせ一斉メールが、１週間から10日要する現状の事例があった。電子化

のチェック体制を要請したい。 

→次期理事会に引き継ぎたい 

〇和文誌の発行において国際文献社とのトラブルはどのようなものだったのか？ 

→（萱間理事）研究報告の種別で採択となった論文について、編集事務委託先出版社が、著者

に原著論文として校正刷りを送った。著者は、オンライン査読上では、研究報告であったが、

印刷された原著論文としてものが送られてきたので原著論文であると思ったとのことであっ

た。オンライン掲載の直前に編集担当者が気づき、著者に種別の間違いを通知した。しかし、

すでに出版社から著者にオンライン掲載前に別刷りが届いてしまっており、混乱が深まった。

出版社からのこの間の経緯の連絡は十分でなく、編集委員会が状況を把握し、著者への対応を

するのがさらに遅れた。 

対応として、出版社から編集委員長に対して今回のミスについて文書で報告を受け、今後の

対策を検討依頼した。著者に対しては、査読で指摘された部分を再度修正してもらい、編集委

員長が再査読を２回行って原著として掲載した。編集について依頼内容が遵守されないことが

他にもあり、その後理事会において出版社の変更を決議し、移行作業を進める予定である。 

〇第5回JANSセミナーのWeb参加において、6月30日で締め切る理由、Web参加の方法をご教示い

ただきたい。 

→（吉沢理事）今回初めての取り組みであった。Web参加に関しては学習ニーズに合っていた

ということで評判がよかったので、今後も取り組んでいきたい方向性を掲げた。エンドレスに

やっていくわけはいけないので、3か月ということで6月30日とした。会場参加した方にもパス

ワードを提供し3か月閲覧できるようにした。申し込みはホームページである。 

会場費、web機材が必要であり、半日コースの場合は参加費ではまかなえない。1日コースで
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は運営できるかもしれないので、今後検討していきたい。 

 
以上をもって、すべての議事が終了したので、平成27年6月定例社員総会が閉会し、議事進行

が議長（田村理事長）から司会に戻された。 
 
 

VIII. 閉会 

 
司会の安酸副理事長より、最終的な会場出席者数 122名、有効委任状 108名、合計 230名であ

る旨が報告された。 
 
 

この議事録が正確であることを証するため、議長および議事録署名人により以上の議事を認め
記名押印する。 

 
 
 
 
平成27年（2015年）6月21日 
 
 
 
 
              議    長   田 村  やよひ   ㊞ 
 
 
              議事録署名人   中 村  惠 子   ㊞ 
 
 
              議事録署名人   吉 田  俊 子   ㊞ 
 

 



 

公益社団法人日本看護科学学会 平成27年6月定例社員総会 議案書  
 

日 時 平成 27 年（2015 年）6 月 21 日（日）11：00～13：30（予定） 

場 所 AP 東京八重洲通り  

〒 104-0031 東京都中央区京橋 1丁目 10番 7号  KPP八重洲ビル 11階  

Tel. 03-6228-8109 

 

【議事次第】 

I. 開会 

II. 理事長挨拶 

III. 第35回日本看護科学学会学術集会会長の挨拶 

IV. 議長指名および議事録署名人の承認 

V. 報告事項 

1. 理事会および社員総会活動状況 

2. 総務報告 

3. 選挙管理委員会報告 

4. 平成 26 年度事業報告 

(1) 第 34 回日本看護科学学会学術集会開催 

(2) 第 35 回・第 36 回日本看護科学学会学術集会準備 

(3) 和文誌の発行 …電子ジャーナル（J-Stage）＋年 1 回合本版 

(4) 英文誌の発行 …電子ジャーナル（Wiley） 

(5) 看護学学術振興対策 

① 看護学学術用語の検討 

② 国際活動の推進（世界看護科学学会を含む） 

③ 看護倫理の検討と啓発 

④ 研究成果の蓄積と活用 

(6) 学術研究論文の表彰 

(7) 学会組織の強化・発展 

① 若手研究者育成のための新規事業 

② JANS セミナー 

③ 学術振興事業の検討 

④ 学会誌の電子化 

⑤ 選挙の電子化 

⑥ 委員会等の遠隔会議システムの導入 

(8) 社会貢献活動 

(9) 広報活動 

(10) 災害看護支援事業（日本看護系学会協議会との共同事業による） 

(11) 他機関との連携活動 

① 日本看護系学会協議会 

② 看護系学会等社会保険連合 

③ 日本学術会議 

④ その他の機関 

(12) 平成 27 年選出代議員選挙実施、平成 27 年選出役員候補者選挙準備 

VI. 審議事項 

1. 平成26年度決算の承認および会計監査の報告 

2. 役員選任案の承認 

3. 定款変更案の承認 

4. 名誉会員の承認 

VII. その他 

VIII. 閉会 



 

 



公益社団法人日本看護科学学会 役員・社員 

(平成 27年 5 月 10日現在) 

 

 

  理 事 長 田村 やよひ 

副理事長 安酸 史子 

 

第 35回学術集会会長  第 36回学術集会会長  第 37回学術集会会長 

      小山眞理子       岡谷 恵子             吉沢豊予子 

 

理  事：麻原きよみ、萱間 真美、グレッグ美鈴、小板橋喜久代、酒井 郁子、 

髙橋 眞理、武田 祐子、中山 洋子、宮﨑美砂子、山本あい子、 

吉沢豊予子、和住 淑子 

 

監  事：小島 操子、近藤 潤子  

 

名誉会員：飯田澄美子、稲岡 文昭、氏家 幸子、薄井 坦子、兼松百合子、小玉香津子

中島紀惠子、林  滋子、樋口 康子、日野原重明、松野かほる、山﨑 智子 

 

賛助会員：㈱医学書院、㈱南江堂、㈱日本看護協会出版会、ヌーヴェルヒロカワ、 

㈱へるす出版 

（以上、五十音順） 

 

 

 

 

 

 

 

 



社員 

 

【北海道】 

石垣 靖子 

稲葉 佳江 

大日向 輝美 

河口 てる子 

河原田まり子 

茎津 智子 

中村 惠子 

松浦 和代 

三国 久美 

矢野 理香 

山田 律子 

良村 貞子 

【東北】 

朝倉 京子 

一戸 とも子 

遠藤 芳子 

小野 幸子 

工藤 せい子 

佐藤 冨美子 

塩飽 仁 

武田 淳子 

武田 利明 

原 玲子 

布施 淳子 

古瀬 みどり 

眞壁 玲子 

宮下 光令 

吉沢 豊予子 

吉田 俊子 

【関東 A】 

飯田 苗恵 

岩永 喜久子 

上野 恭子 

内田 陽子 

角田 直枝 

金子 昌子 

加納 尚美 

川口 孝泰 

神田 清子 

近藤 浩子 

佐藤 正美 

佐藤 由美 

鈴木 純恵 

中村 美鈴 

成田 伸 

春山 早苗 

廣瀬 規代美 

福島 道子 

森 千鶴 

横山 京子 

吉田 久美子 

【関東 B】 

青木 きよ子 

荒木 暁子 

荒木田美香子 

石井 邦子 

石橋 みゆき 

太田 喜久子 

大塚 眞理子 

叶谷 由佳 

黒田 久美子 

黒田 裕子 

酒井 郁子 

坂上 明子 

佐藤 紀子 

佐藤 まゆみ 

諏訪 さゆり 

田髙 悦子 

谷本 真理子 

手島 恵 

長江 弘子 

野地 有子 

正木 治恵 

眞嶋 朋子 

増島 麻里子 

宮﨑 美砂子 

宮脇 美保子 

森 恵美 

吉田 千文 

【東京 A】 

麻原 きよみ 

泉 キヨ子 

井上 智子 

井部 俊子 

及川 郁子 

上別府 圭子 

亀井 智子 

萱間 真美 

齋藤 やよい 

真田 弘美 

武村 雪絵 

田代 順子 

永田 智子 

西村 ユミ 

深堀 浩樹 

堀内 成子 

前田 樹海 

丸 光惠 

森田 夏実 

山本 則子 

【東京 B】 

秋山 正子 

飯野 京子 

柏木 公一 

香春 知永 

川野 雅資 

北 素子 

洪 愛子 

佐々木 幾美 

佐藤 紀子 

志自岐 康子 

髙田 早苗 

武田 祐子 

鶴田 恵子 

野末 聖香 

福井 トシ子 

本庄 恵子 

宮子 あずさ 

守田 美奈子 

谷津 裕子 

吉田 みつ子 

綿貫 成明 

【甲信越】 

浅川 和美 

阿部 正子 

遠藤 みどり 

小林 たつ子 

小林 康江 

定方 美恵子 

清水 嘉子 

水野 恵理子 

渡邉 タミ子 

渡辺 みどり 

【北陸】 

  稲垣 美智子 

  上野 栄一 

  川島 和代 

  紺家 千津子 

  須釜 淳子 

  平松 知子 

  牧野 智恵 

【東海】 

會田 信子 

足立 はるゑ 

足立 久子 

天野 瑞枝 

池松 裕子 

岩瀬 信夫 

太田 勝正 

大津 廣子 

大西 文子 

岡田 由香 

門間 晶子 

鎌倉 やよい 

紙屋 克子 

北山 三津子 

黒江 ゆり子 

小島 操子 

小松 万喜子 

杉浦 太一 

鈴木 みずえ 

多喜田 恵子 

深田 順子 

古田 加代子 

本田 育美 

村本 淳子 

百瀬 由美子 

柳澤 理子 

山内 豊明 

山田 紀代美 

【近畿 A】 

青山 ヒフミ 

阿曽 洋子 

荒尾 晴惠 

安藤 幸子 

上野 昌江 

江川 幸二 

小笠原 知枝 

北村 愛子 

工藤 美子 

グレッグ美鈴 

河野 あゆみ 

坂下 玲子 

佐藤 禮子 

清水 安子 

鈴木 久美 

鈴木 志津枝 

高見沢恵美子 

田中 京子 

泊 祐子 

楢木野 裕美 

籏持 知恵子 

早川 和生 

林 優子 

藤原 千惠子 

法橋 尚宏 

増野 園惠 

町浦 美智子 

松田 宣子 

森 菊子 

山本 あい子 

【近畿 B】 

江川 隆子 

遠藤 俊子 

岡山 寧子 

桂 敏樹 

我部山キヨ子 

河原 宣子 

北島 謙吾 

小板橋喜久代 

田村 恵子 

中木 高夫 

西田 直子 

任 和子 

野村 陽子 

若村 智子 

【中国・四国】 

秋元 典子 

池添 志乃 

植田 喜久子 

岡本 玲子 

雄西 智恵美 

掛田 崇寛 

國方 弘子 

小山 眞理子 

佐伯 由香 

島内 節 

新道 幸惠 

祖父江 育子 

竹崎 久美子 

田中 マキ子 

近田 敬子 

津島 ひろ江 

時長 美希 

中西 純子 

中野 綾美 

中山 洋子 

西田 真寿美 

乗松 貞子 

深井 喜代子 

藤田 佐和 

保科 英子 

南 裕子 

宮腰 由紀子 

宮下 美香 

森本 美智子 

森山 美知子 

山勢 博彰 

【九州・沖縄】 

宇佐美しおり 

宇都 由美子 

浦田 秀子 

大池 美也子 

岡﨑 美智子 

奥 祥子 

小野 ミツ 

嘉手苅 英子 

木下 由美子 

金城 芳秀 

国府 浩子 

佐藤 香代 

正野 逸子 

田中 美智子 

堤 由美子 

寺町 芳子 

中尾 久子 

鳩野 洋子 

東 サトエ 

日高 艶子 

藤崎 郁 

藤田 君支 

前田 ひとみ 

松浦 賢長 

松尾 ミヨ子 

三重野 英子 

村嶋 幸代 

 

以上、264名 

地区別 

五十音順  

 



 

公益社団法人日本看護科学学会 理事会報告 

（平成26年4月1日～平成27年3月31日） 

 

平成26年度第1回理事会 

日 時：平成26年5月18日（日） 13：00～17：30 

場 所：日本看護科学学会事務所（東京都文京区本郷3-37-3 富士見ビル201号室） 

出席者：理事11名（Web参加1名）、監事2名、第34回学術集会会長 

〈確認事項〉 

平成25年度第6回理事会議事録 

平成25年度3月書面理事会議事録 

〈報告および審議事項〉 

1. 第34回日本看護科学学会学術集会の準備状況 

2. 第35回日本看護科学学会学術集会の準備状況 

3. 平成26年6月定例社員総会について 

1) 平成26年社員総会資料、決算報告、監査報告の確認および承認 

2) 役割分担シナリオの確認 

4. 総務会からの提案および審議事項 

1) 新名誉会員の推薦について  

2) 代議員の辞任等による、次点者の繰り上げ就任について  

3) 選挙に関する各種規程変更案の承認 

4) 選挙管理委員の委嘱 

5) 平成25年度決算の事業活動収入について 

① 公益目的事業積立金計上のための規程案の承認 

② 会費配分率に関する規程変更案の承認 

6) 外部講師への謝金規程変更案の承認 

7) 退職金規程変更案の承認 

5. 第4回JANSセミナー（6月29日）の準備状況 

6. 各委員会における今年度予算執行状況 

7. 各委員会における事業の進捗状況  

1) 総務委員会 

2) 和文誌編集委員会 

3) 英文誌編集委員会 

4) 研究・学術情報委員会 

5) 国際活動推進委員会 

6) 看護学学術用語検討委員会 

7) 看護倫理検討委員会 



 

8) 社会貢献委員会 

9) 表彰論文選考委員会 

10) 広報委員会 

11) 研究倫理審査委員会 

12) 災害看護支援事業専門委員会 

13) 学術振興事業検討委員会 

14) 他団体との連携について 

 日本看護系学会協議会、日本学術会議、その他の機関 

 看護系学会等社会保険連合（看保連） 

8. 入会希望者の承認 

9. その他 

 

平成26年度第2回理事会 

日 時：平成26年6月29日（日） 10：00～11：00  

場 所：ベルサール神田（東京都千代田区神田美土代町7住友不動産神田ビル3F） 

出席者：理事13名、監事1名、 

〈確認事項〉 

平成26年度第1回理事会 議事録 

〈報告および審議事項〉 

1. 第34回日本看護科学学会学術集会の準備状況 

2. 内閣府による立ち入り検査（運営組織、事業活動）の報告 

3. 社員総会資料と役割分担シナリオの最終確認 

4. 各委員会における事業の進捗状況 

5. 入会希望者の承認 

6. その他 

 

平成26年度第3回理事会 

日 時：平成26年9月7日（日） 13：00～17：00 

場 所：日本看護科学学会事務所（東京都文京区本郷3-37-3 富士見ビル201号室） 

出席者：理事12名、監事1名、第34回学術集会会長、第35回学術集会会長、選挙管理委員会委員長 

〈確認事項〉 

平成26年度第2回理事会議事録 

平成26年6月定例社員総会議事録 

〈報告および審議事項〉 

1. 第34回日本看護科学学会学術集会の準備状況 

2. 第35回日本看護科学学会学術集会の準備状況 



 

3. 第37回日本看護科学学会学術集会の候補者選出 

4. 平成26年度代議員選挙および平成27年選出役員候補者選挙 

5. 「代議員及び役員候補者選出に関する申し合わせ」変更案の承認 

6. 11月社員総会の議事次第（案）  

＊ 平成26年11月社員総会の開催について 

（欠席者の議決権の行使方法について） 

7. 第34回学会総会の議事次第（案） 

8. 第4回JANSセミナーの実施報告 

9. 各委員会における今年度予算執行状況 

10. 各委員会における事業の進捗状況 

11. 入会希望者の承認 

12. その他 

〈連絡事項〉 

1. 委員会活動報告および活動計画・予算案の提出について 

2. 2014年11月／学術集会開催時期の各会議について 

 

平成26年度第4回理事会 

日 時：平成26年10月13日（日） 13：00～17：00（予定） 

場 所：日本看護科学学会事務所（東京都文京区本郷3-37-3 富士見ビル201号室） 

出席者：理事14名（Web参加2名）、監事1名、第34回学術集会会長 

〈確認事項〉 

平成26年度第3回理事会議事録 

〈報告および審議事項〉 

1. 第34回日本看護科学学会学術集会の準備状況 

2. 第35回日本看護科学学会学術集会の準備状況 

3. 第37回日本看護科学学会学術集会会長の承認 

4. 「会計に関する申し合わせ」の変更案の承認 

5. 各委員会における平成27年度事業計画と平成27年度予算案の承認 

6. 11月社員総会の議事次第（案）とシナリオ確認 

7. 第34回学会総会の議事次第（案）とシナリオ確認 

8. 各委員会における事業の進捗状況 

9. 入会希望者の承認 

10. その他 

〈連絡事項〉 

○ JANS34関連出張／出欠・宿泊希望の一覧 

 



 

平成26年度第5回理事会 

日 時：平成26年11月28日（金） 14：00～15：30 

場 所：ANAクラウンプラザホテル グランコート名古屋 6階 おしどり （名古屋市中区金山町1-1-1） 

出席者：理事13名、監事2名、第34回学術集会会長 

〈確認事項〉 

平成26年度第4回理事会議事録 

〈報告および審議事項〉 

1. 第34回学術集会会長からの報告 

2. 定款施行細則の改正について（「若手研究推進委員会」の新設）の承認 

3. 平成27年度役員候補者選挙における理事候補者の 「理事会が定める定数」の決定 

4. 平成26年11月社員総会資料の最終確認  

5. 社員総会／議事進行および役割分担の最終確認 

6. 第34回学会総会資料の最終確認 

7. 学会総会／議事進行および役割分担の最終確認  

8. 各委員会における事業の進捗状況 

9. 入会希望者の承認 

10. その他 

 

平成26年度第6回理事会 

日 時：平成27年2月11日（日） 13：00～17：10 

場 所：日本看護科学学会事務所（東京都文京区本郷3-37-3 富士見ビル201号室） 

出席者：理事11名、監事1名、第34回学術集会会長、第35回学術集会会長 

〈確認事項〉 

平成26年度第5回理事会議事録 

平成26年12月書面理事会議事録 

平成26年11月社員総会議事録 

第34回学会総会議事録 

〈報告および審議事項〉 

1. 第34回 日本看護科学学会学術集会（JANS34）の最終報告 

2. 第35回 日本看護科学学会学術集会（JANS35）の準備状況 

3. 役員候補者（理事、監事）選挙公示（案） 

4. 「学術集会開催に関する申し合わせ」の改正案の承認 

5. 6月定例社員総会の議事次第（案） 

＊平成27年6月定例社員総会の開催について 

（欠席者の議決権の行使方法について） 

6. 各委員会における今年度予算執行状況 



 

7. 各委員会からの報告および審議事項 

8. 総務会からの報告 

1） 総務正職員の新規採用について 

2） 学会運営の効率化について 

9. 入会希望者の承認 

10. その他 

〈連絡事項〉 

委員会事業報告および経費支払伝票の提出について（平成26年度6月定例社員総会の資料として） 

 

書面理事会 

日 時：平成27年3月10日（火） 

    （理事会の決議があったものとみなされた日：平成27年3月20日） 

出席者：理事14名 

＜議案＞ 

日本看護系学会協議会役員選挙における被選挙人推薦についての承認 

 



 

 

公益社団法人日本看護科学学会 社員総会報告 
（平成 26 年 4 月 1 日～平成 27 年 3 月 31 日） 

 

平成 26 年 6 月社員総会 
日 時 平成 26（2014）年 6 月 29 日（日）11:30～14:00 

場 所 ベルサール神田  

    東京都千代田区神田美土代町 7 住友不動産神田ビル 3Ｆ   TEL:03-5281-3053 

総 社 員 数：202 名 

出席社員数：156 名（うち委任状 86 名） 

     

I. 開会 

II. 理事長挨拶 

III. 第34回日本看護科学学会学術集会会長の挨拶 

IV. 議長指名および議事録署名人の承認 

V. 報告事項 

1. 理事会および社員総会活動状況 

2. 総務報告 

3. 選挙管理委員会の委嘱 

4. 平成25年度事業報告 

(1) 第 33 回日本看護科学学会学術集会開催  

(2) 第 34 回・第 35 回日本看護科学学会学術集会準備 

(3) 和文誌の発行        

(4) 英文誌の発行        

(5) 看護学学術振興対策 

① 看護学学術用語の検討   

② 国際活動の推進（世界看護科学学会を含む）      

③ 看護倫理の検討と啓発  

④ 研究成果の蓄積と活用  

(6) 学術研究論文の表彰     

(7) 学会組織の強化・発展    

1) 将来構想に基づく新たな事業計画  

 若手研究者育成のための新規事業   

 学術振興事業検討委員会の設立          

 学術振興事業の実施（JANS セミナー等）     

2) 財務基盤安定化に向けての取り組み  

 学会誌の電子化準備         

 選挙の電子化                 

 委員会等の遠隔会議システムの導入       

 受取会費配分率の変更             

(8) 社会貢献活動        

(9) 広報活動  

(10) 災害看護支援事業 （日本看護系学会協議会との共同事業による）         

(11) 他機関との連携活動 

① 日本看護系学会協議会    

② 看護系学会等社会保険連合  

③ 日本学術会議          

④ その他の機関        

(12) 理事選挙 

VI. 審議事項 

1. 平成25年度決算の承認および会計監査の報告 

2. 定款施行細則変更案（会費配分率の変更案）の承認 

3. 名誉会員の承認 

VII. その他 

VIII. 閉会 



 

 

 

 

平成 26 年 11 月社員総会 

日 時 平成 26 年 11 月 29 日（土）17：30～20：00 

場 所 ANA クラウンプラザホテル グランコート名古屋 5 階 ローズルームⅡ 

    名古屋市中区金山町 1-1-1 TEL: 052-683-4111 

総 社 員 数：202 名 

出席社員数：147 名（うち委任状 88 名） 

     

I. 開会 

II. 理事長挨拶 

III. 第34回日本看護科学学会学術集会会長の挨拶 

IV. 議長指名および議事録署名人の承認 

V. 報告事項 

1. 理事会報告および社員総会報告 

2. 総務報告 

3. 委員会活動報告 

1) 総務委員会 

2) 和文誌編集委員会 

3) 英文誌編集委員会 

4) 研究・学術情報委員会 

5) 国際活動推進委員会（世界看護科学学会を含む） 

6) 看護学学術用語検討委員会  

7) 看護倫理検討委員会 

8) 社会貢献委員会  

9) 表彰論文選考委員会  

10) 広報委員会  

11) 研究倫理審査委員会 

12) 災害看護支援事業専門委員会 

13) 学術振興事業検討委員会 

14) 他機関との連携活動 

① 日本看護系学会協議会  

② 看護系学会等社会保険連合  

③ 日本学術会議 

④ その他の機関 

15) 選挙管理委員会 

VI. 審議事項 

1. 平成27年度事業計画案の承認 

2. 平成27年度予算案の承認 

3. 第37回日本看護科学学会学術集会会長の承認 

VII. 閉 会 

 




